
 

 

 

◆昔の図書館との違いについて 

 利用の仕方や利用者の年齢層などは大きく変わりませんが、YA層

（中高生～10代後半）の利用が昔から変わらず少ないと思います。

館長をしていた時から、YAコーナーを充実させたいと思っていたの

で、もっと充実させてもらえると嬉しいです。また調べる学習など図

書館と学校の連携が多くなっているところが良いところです。よりよ

い図書館に変わっていく力を今後も発揮していってほしいです。 
 

◆これからの図書館の形は？ 

 高齢の方はあまり外に出ない方も多いですが、高石の図書館は駅前

で来やすい場所にあるので、楽しんでどんどん来てくれるような場所

になればよいと思います。また同様に子育て世代のお母さんたちに

とっての居場所にもなってほしいです。現代は本の情報があふれてい

て、どんな本を子どもに読ませたらよいのか悩む方が多いですが、お

母さんは本を選ぶのに悩まなくても、子どもたちが手に取った本を読

み、横に寄り添っていれば良いと思います。 

◆今後の図書館に期待していることはありますか？ 

 図書館で本と面展台のセットを準備して貸出できるようにし、“え

ほんのひろば”（※）を始めました。そして市内の小中学校に働きか

けて、先生や図書館ボランティアも巻き込みながらどんどん広まって

いきました。今では幼稚園でも毎年実施しています。（※現在はコロ

ナの影響により中止しています）この取り組みは今後とも実施して

いってほしいです。また、“えほんのひろば”の本はとても傷みやす

いので、本の入替などをして充実していくことも期待しています。 
  

※“えほんのひろば”とは 
 面展台に本をずらりと並べて『えほんのひろば』をつく
り、様々な絵本、写真集などを紹介しています。 
何才向きかなんて気にしない！ 
絵を読む。間を読む。空気を読む。 
絵の本を楽しむ！子どもともっとおもしろがる！ 
絵の本の本当の楽しさを味わってみませんか？ 
という子どもたちと本をつなぐ取り組みのことです。 
 

 

 

大 人 の さ わ ら び  
図 書 館 だ よ り 

 

大人のさわらび創刊！ 

 

 高石市立図書館は今年で開館して40年！

それを記念して大人の方に向けた図書館だ

より『大人のさわらび』を創刊いたしまし

た。『大人のさわらび』では季節や健康の

話題、図書館の貸出ランキングなど様々な

情報を紹介していきます。この『大人のさ

わらび』から新しいジャンルや作家との出

会いをお楽しみください。今後は不定期で

発行していく予定です。 

 

 

 

 以前の市民会館内にあった図書室が閲覧

人数や設備の面で不十分であったため、気

軽に本を通し教養を高める場として、また

ふれあいの場所となることを期待して、

1981年（昭和56年）6月3日に図書館と

して高師浜にオープンしました。開館して

から3ヶ月で、約7千名（当時の高石市民の

10人に1人！）が利用登録を行い、約6万

7千冊の本が貸出されるほどの盛況ぶりで

した！そしてその後1999年に高石市複合

コミュニティセンター（とろしプラザ）が

完成し、その中に分館が開設されました。

2003年にはアプラたかいし4階に本館が

移転し、現在の図書館の姿となりました。 

  高石市のおもなできごと 

1966年（昭和41年） 高石市誕生 

1968年（昭和43年） 第1回市民マラソン大会 開催 

1972年（昭和47年） 臨海スポーツセンター 開設 

1973年（昭和48年） 高石市立市民会館 開館 

1975年（昭和50年） 第二阪和国道（国道26号）が一部開通 

1976年（昭和51年） 市役所新庁舎完成 

1979年（昭和54年） 高砂公園・伽羅橋公園 開設 

1981年（昭和56年） ・市立図書館 開設 

・ぼうさいたかいし 開局 

・姉妹都市としてアメリカのロミタ市と 

 提携を結ぶ 

・東羽衣公民館 開設 

1982年（昭和57年） 大阪ガスのガス科学館 開設 

1984年（昭和59年） 第1回商工フェスティバル 開催 

1986年（昭和61年） 高石っ子憲章 制定 

旧図書館での様子 

1981年（昭和56年）って？ 
40年前を振り返ってみよう♪ 

休館日(本館・分館)

 

できごと 

◆スペースシャトルコロンビア打ち上げ成功 
◆マザー・テレサ初来日 
◆常用漢字が定められる 
◆福井謙一がノーベル化学賞を受賞 など 

 

流行語 

◆えぐい 
◆クリスタル族 
◆んちゃ 
◆なめネコ         など 

 

ヒット曲 

◆ルビーの指環 寺尾聰 
◆奥飛騨慕情 竜鉄也 
◆スニーカーぶる～す 近藤真彦 など 

ベスト 

セラー 

◆窓ぎわのトットちゃん/黒柳徹子 
◆人間万事塞翁が丙午/青島幸男  
◆なんとなく、クリスタル/田中康夫 など 

インタビューに答えてくれた 
高石市立図書館元館長 石田直美さん▶ 

祝・図書館開館40周年記念 

高石市立図書館の元館長で、図書館を知り尽くした 

石田直美さんに今後の図書館のあり方について 

インタビューをしました！ 

高師浜にあった▶  

旧図書館 



図書館貸出 人気ランキング 

①少年と犬 馳 星周／著  

文藝春秋 

②流浪の月 凪良 ゆう／著  

 東京創元社 

③クスノキの番人 東野 圭吾／著  

実業之日本社 

④逆ソクラテス 伊坂 幸太郎／著 集英社 

⑤52ヘルツのクジラたち  

町田 そのこ／著 中央公論新社 

⑥虚ろな十字架 東野 圭吾／著 光文社 

⑥水を縫う 寺地 はるな／著 集英社 

⑦かがみの孤城 辻村 深月／著  ポプラ社 

⑧えんとつ町のプペル  

にしの あきひろ／著 幻冬舎 

⑧ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人 

 東野 圭吾／著 光文社 

⑨半沢直樹 アルルカンと道化師  

池井戸 潤／著 講談社 

⑩ライオンのおやつ 小川 糸／著  

ポプラ社 

⑩家族じまい 桜木 紫乃／著 集英社 

⑩夜明けのすべて 瀬尾 まいこ／著  

水鈴社 

※高石市内在住、在勤・在学の方は予約が可能です 

図書館では読書手帳を配布しています。読書手帳とは、図書館で

借りた本の記録がとれるもので、１冊で50冊分の読書記録が残せ

ます。何の本を借りたかわすれてしまったというときにも便利で

すよ♪まだお持ちでない方はカウンターでお申し付けください。 

 

 

“肺炎予防にチャレンジ！” 

お茶を飲んでいて、わけもなく急にむせ返った

ことはないですか？そのまましばらく咳がとまら

ず、涙をながしながらゴホンゴホン… また、最

近錠剤が飲みこみにくくなってきたな～、咳払い

が増えたな～ 

これ、飲みこむ力が衰えたことでおこっている

こともあるみたいなんですね。このまま放ってお

くと、飲食物や唾液が誤って気管や肺に入り細菌

が繁殖し、誤嚥性肺炎なんて言う恐ろしい病気に

なってしまうかもしれません。  

 1日1分、舌を動かしてのトレーニングなど、図

書館の本を使って、身近なことからのどを鍛える

習慣を始めてみませんか。今日から舌とのどを鍛

えて老化をストップ！ 

『舌を鍛えれば肺炎は防げる!免疫力&飲みこむ力が

アップ! 』 美内 明子／著 出版：学研プラス  

読書手帳利用のおすすめ 

読書手帳の使い方 

①本を借りる 

②図書検索機（OPAC）でログインする 

③貸出期間中にシールを印刷して、読書手帳に貼る 

シールを出すのはめんどくさ

い！という方は手書きでもお

使いいただけます♪ 

 この写真集には大阪の男子小学生が収められている

が、今も昔もどこの小学校にもあふれている普通の子

どもたちだ。近所の公園で友達と群れ、リラックス

し、変顔をする子、道路に寝転がる子…カメラを前に

委縮することなく全力でふざけている。 

そんな様子をただ撮り続け、私たちが見逃している日

常の一瞬をとらえた写真集である。美しい街並みや風

景の写真集、はたまたかわいい動物の写真集でもな

く、悪ふざけしている男子小学生の写真集？と最初は

思うが、1ページ、1ページとめくっていくごとにパ

ワフルな子どもたちの姿に思わずニヤっとしてしま

う。みんな本当に楽しそうな表情をしていて、「あ

あ、そうそう男子ってこんな風にバカやっていた

なぁ」と遠い記憶の中から純粋で無邪気だった頃が思

い出され、見ていると肩の力が抜け、ちょっぴり癒さ

れる。息抜きにぴったりな写真集である。 

図書館スタッフおすすめのこの1冊！ 

司会者、舞台女優、ユニセフ親善大使、そ

して文筆家としても有名な黒柳徹子。彼女の

書いた『窓ぎわのトットちゃん』が発売され

て今年で40年。その間に世界35カ国で翻訳

され、世界中の人々に親しまれています。 

軽快な語り口で、いつも私たちを楽しませ

てくれ、第二次世界大戦後の日本のエンター

テイメントをけん引し続けています。著書に

もあるように、幼いときは楽しいことばかり

ではありませんでしたが、小学校で出会った

小林先生は彼女の人生を明るいものにしてく

れました。先生のユニークな教育方針が今の

彼女の楽しいおしゃべりの源であるのは想像

に難くありません。この本を読んだ誰もが、

小林先生のような人を探し求めたのではない

でしょうか。また私たちは小林先生のように

子どもに寄り添える大人になれているので

しょうか。 

昭和・平成・令和と時代が変わっても、こ

の作品は子どもと子どもに寄り添う大人に是

非読んでほしい1冊です。これを機会に黒柳徹

子の作品にもう一度触れてみませんか。 

『男子』 梅 佳代/著 リトルモア 

初心者向け鉄道写真講座『鉄道のある風景』 
時間：10：30～12：00 

場所：アプラたかいし３階ギャラリー 

対象：中学生以上 定員：20名 

講師：藤浦淳 氏（鉄道写真家・清風学園常勤顧問） 

持ち物：特になし ※ご自身のカメラをお持ちいただけます 

申込：受付中（お電話か本館カウンターにて受付） 

 

ちびっこあつまれ！ 
時間：14：00～15：30 

場所：アプラたかいし３階ギャラリー 

対象：どなたでも 

定員：30名 

 （小学校低学年以下は要保護者同伴） 

申込：受付中 

（お電話か本館カウンターにて受付） 

リサイクル本フェア（12/4～10） 

時間：9：30～15：00 ※20分入れ替え制 

場所：図書館本館内視聴覚室 

整理券配布：11月27日（土）9時30分～ 

     （本館カウンターにてお渡し） 
※12月4（土）・5（日）9時30分～13時の入場には整理券が必

要です。これ以外の日時についてはご自由に入場していただけます

が、状況により一部入場を制限する場合があります。 

●高石市立図書館（分館） 

〒592-0013   高石市取石３丁目９番８号(とろしプラザ１階)  

TEL 072-273-3160   

FAX 072-273-3162 

〈発行〉高石市立図書館 指定管理者 株式会社図書館流通センター 

●高石市立図書館（本館）                

〒592-0014   高石市綾園１丁目９番１号（アプラたかいし４階） 

TEL 072-263-3100   

FAX 072-263-3304 

作家紹介  黒柳 徹子 

3冊いっぱいになったら、カウ
ンターまでお持ちください。 
図書館オリジナルクリアファイ
ルをプレゼントします♪ 


